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1． はじめに  

これまでに在庫管理に関するモデルが多数開発されて  

いる【1】が，小売業の現場ではこれらのモデルがほとん  

ど利用されていない．この理由として，（1）「小売業の  

現場が理論を理解できていない」ということが考えられ  

るが，（2）「理論が実体に合っていない」という側面も  

否定できない．（1）については，現場の担当者と研究者  

の双方の歩み寄りによって解決できると考えられる．（2）  

の原因としては様々なことが挙げられるが，本研究では，  

「商品によっては，展示されている商品が多いほど売れ  

るものがある」という点について注目する．例えば特価  

商品や特別展示商品などはその代表例である．本研究で  

は，このような特性を持つ商品を対象とした経済的発注  

量を提案する二  

2． モデル  

本研究では以下の場合を考える．   

（1）商品の需要は確定的であるが，在庫量が多い程良  

く売れ，在庫量が少なくなるとあまり売れなくな  

る．   

（2）最大在庫を制約として与え，バックルーム在庫は  

諷めない．   

（3）入庫速度は無限大とする・  

このとき，時刻fにおける累積需要量m（f）は次式を満  

足すると仮定する．  

m′（f）＝入【Q－m（t）】＋〝  （1）  

同様の吏デ／しが，P．M．GhareandG・F・ 

によって提案されているが，彼らのモデルは商品が腐敗  

する様子古式（1）と同様の微分方程式を用い七表現して  

いる．   

なお，式（1）は，時刻fにおける需要速度（単位時間  

当り需要量）・か，現在ゐ在庫量に比例する部分（比画定  

数人＞ 

味している．ただし，Qは1回当りゐ発注量であ 

初期条件をm（0）＝0として，式（1）の微分方程式を  

解くと次式を得る．  

坤）＝（Q＋≡）（1－e‾入t） （2）  

よって，時刻fにおける在庫量をA（f）とす早と   

A（f）＝ Q－m（f）＝（Q＋告）e‾人士一号 （3）  

となる．なお，ここではパラメータ入と〝が既知である  

ので，リードタイムに関係なく在庫が0になった時点で  

即座に入庫するよう発注することが可能である．   

以下では，単位時間当り期待費用を以下のように導出  

する．   

初めに在庫量が0となるまでに要する時間rを求め  

る・式（3）においてA（r）＝0とし，これをrに関し  

て解くと  

r＝－ （4）  

を得る．次に（0，r】における延べの在庫量月（Q）を求  

めると   

粥）＝竿（1－e－汀卜芸r （5）  

となる．よって，単位在庫の単位時間当り在庫維持管理  

費用をcl，1回当り発注費用をc2とすると，単位時間  

当り総費用は次式で与えられる．  

Clβ（Q）＋c2  
C（Q）   

cl［磐 
（ト？一灯ト≡］・掌  

（6）  

ここで， 

を消去すると   

C2入  

C（Q）＝Cl   

が得られる．  

（7）  

1n（pQ＋1）   1n（βQ＋1）  

3．経済的発注量  

ここでは，式（7）の期待費用を最小にする発注量を求  

めることとする．式（7）ゐC（Q）をQに関して微分する  
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と  

C′（Q）＝ Cl  

表1：数値例（〝＝30，Cl＝1，仇＝∞）  

1n（βQ＋1ト爵  
入   

C2  0．001  0．01   0．1   

Q＊  77．49  77．79・  80．73  

100           Qム  54．77  54．77  54．77  

Qu  77．56  78．47  88．10   

Q＊  109．60  110．20  116．00  

200           Qム  77．46  77．46  77．46  

Qu  109．70  111．60  131．40   

Q＊  134．30．  135．20  143．80  

300           ¢ム  94．87  d4．87  ．94．87   Qu  134．50  137．20  167．50   

【1n（βQ＋1）】2  

となる▲ よって，C′（Q）≧0は  

（βQ＋1）1n（βQ＋1トβQ≧聖人β                            C 

C1 

（9）  

に等価である．   

経済的発注量Q＊は，バックルーム在庫を許さないと  

いう場合の最大在庫量をQoとすると  

Q＊＝〈冨 
。  

Q≦Qo  

Q＞Qo  
（10）  

である．  

である．式（17）より   

1ユ：2  
（＝1）1n（ヱ＋1ト丁＞  

が成り立つ．よって  

土 一＝人β  
2／）Q＋1 cl  

の解をQuとすると，Quは次式で与えられる．  

4．経済的発注量の上下限   

4．1 下限   

In（1＋∬）に関して次のような不等式が成り立つ．  

1n（1＋エ）＜ヱ   

式（9）においてβQ＝∬とおくと  

（∬＋1）l申＋1卜∬＞聖人β  
Cl  

となる．よって，式（11）より  

（18）  

（11）  

（19）  

（12）  

更 
Qu＝．  

Cl  

更2三竺   
（）＋   

CI  Cl  
（20）  

このQuは，Q＊≦Qと／を満たす．よって  
（∬＋1）1n（ェ＋1）－∬＜∬（ェ＋1ト£＝ご2（13）   

が成り立っ．従って  
型≦Q＊≦更＋  
CI  Cl  

更 
（）2・十   

Cl  

2c2〃・   

Cl  
（21）  

（βQ）2＝聖人β  
Cl  

（14）  
が言える．  

5．数値例  

以上に述べた経済的発注量，及び，その上下限に対す  

る数値例を示す．表1は，生鮮食料品を念頭において数  

値実験を行なった結果である．  
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の解をQムとして   

（15）  

が得られ，Q＊≧Qムを満たす．  

4．2 上限   

1n∬は   

1nヱ＝生ま＋喜（誓）2＋…，∬＞喜  （16）  

を満たす．よって  

1n（ご＋1）＝恭＋喜（恭）2十∵，訂＞一書  
（17）  
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